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究の在り方について





































































































に分類､列挙し､ 5. わが国における流通 ･マ-
ケテイソグ研究のあり方について､では､研究領
域を
(1)商学
(2)マ-ケテイソグ論
(3)商業 ･流通論
に区分し､それぞれの研究領域における一般主題
と固有主題を例示的に列挙し､いずれの研究領域
においても基本的概念枠組構築の重要性と緊急性
を強調している.'
(3)
本書全体にわたって著者の関心は､｢生産物の
社会的移転とそれに関わる人間行動｣を研究対象
とする固有の学問領域の確立であり､そのための
基礎的概念枠組の構築と方法論的に､独自の科学
的方法論の創造が緊急かつ､重要な研究課題であ
る､というところにある｡それは､｢生産物の社
会的移転とそれに関わる人間行動｣の研究領域と
して､アメリカ合衆国においてほ､マーケテイン
グ論が､わが国においてほ､商業学､マーケティ
ング論､流通論などが存在するが､いずれにせよ､
両国の研究において､他の､あるいは､隣接する
諸学問領域からの安易な概念枠､方法論の借用が
目立ち､独自の｢生産物の社会的移転とそれに関
わる人間行動 ｣の研究分野 (領域)が確立されえ
ていない､特にわが国において､その傾向が強い
という著者の危機感の現われと見ることができる｡
確かに､わが国における､商品流通に関する研
究領域においてほ､個々の事象における問題解決
指向が強く､さらに､その方法論として計量的技
法の使用が目立っている｡しかし､これは､単に､
これらのこと自体が､全く無意味､無価値なもの
ではなく､商品流通研究が"机上の空論 "ではな
く､商品流通に関して生起する諸問題､特に､生
産者､流通媒介者､マクロ的観点からの政策立案
者などにとって､問題解決上操作可能で有用な学
問､理論でなければならないという社会経済的要
請に応える必要があるからである｡つまり､商品
流通及び生産物の社会的移転を事実に別して説明
できるものでなければならないのである｡
しかし､単なる"技術 "から"学問 "-この研
究領域を昇華させるためには､著者が強調する視
点､研究態度が重要となると考えられる｡さらに､
そのためにも､過去の当該研究領域における成果
をサーベイし､評価し､その研究成果を今後の研
究に役立てる必要がある｡しかし､特に､わが国
においてほ｢生産物の社会的移転とそれに関わる
人間行動｣を対象とする研究領域の学史､あるい
は学説史的研究が非常に稀薄である｡その意味で､
本書は､今後､研究の展開が期待される｢生産物
の社会的移転とそれに関わる人間行動｣を対象と
する研究領域の学説史的な先駆的業績､あるいは
現役の研究者にとって今後の研究方向､研究課題
を検討させる好素材としての価値をもつものと考
えられる｡
ただ､著者が当該研究領域において､独自の基
礎的概念枠組の構築と独自の科学的方法論の確立
という本書全体を通じて強調している問題意識が､
各素材として取り挙げられた研究成果の評価にお
いて細部まで検討されえていないことは､個人の
時間的､作業量的制約により､やむを得ないとし
ても､残念である｡
(4)
本書は誕生して､まだ研究期間が短く､若々し
い研究領域である｢生産物の社会的移転とそれに
関わる人間行動 ｣に関して､学説史的な色彩を強
く持ち､過去の研究成果を検討する上での指針 ･
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資料としての価値をもっている｡
さらに､あまりに細部の商品流通に関する個別
的研究､及び事象において発生する問題の解決の
ための技法開発に研究エネルギーを集中している
傾向の強い現在の当該分野の研究者に対して､強
い警鐘を鳴らしている菖であるともいえる｡
本書全体にわたって､著者が強調している､当
該研究分野の基礎的概念枠組の構築のためには､
著者も本書で若干､言及しているように､事実と
しての｢生産物の社会的移転とそれに関わる人間
行動 ｣の事象を経験的に､また､詳細に調査､把
握して､客観的事実を的確に見定めるとともに､
事実を事実として卒直に受け止め､過去の幻想的
言辞に惑わされることのない､科学的態度を研究
者が堅持することが重要であろう｡
(1991.1.18受理)
注
(1) 業者の代表的著書としては､次のようなものがあ
る｡
･F現代配給理論 』1960年､千倉書房｡
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･F小売商業構造論』1962年､千倉書房｡
･F商業構造と流通合理化』1969年､千倉書房｡
･F流通政策-の視角』1973年､千倉書房｡
･Fマーケティソグ･サイエソスの系譜』 1978年､
千倉書房｡
･F商学原理』1985年､中央経済社｡
(2) この研究論集は､次のような巻から構成される｡
第 1巻 流通研究の方法論
第2巻 流通研究の潮流
第3巻 マーケテイソグ管理論考
第4巻 販売促進と消費者行動
第5巻 卸売商業構造論
第6巻 戦時統制と中央卸売市場
第7巻 経済発展と流通機構
第8巻 流通構造､商業経営及び流通政策
第 9巻 MarketingandDistributiveTrade
inJapan
第10巻 補遺 (講演､座談会記録､新聞寄稿,防
想等)
